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第
１
回
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
50
号
「
三
原
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」

【
要
旨
】
高
坂
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
の
移
転
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

　
現
在
の
高
坂
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
は
、
昭
和
56
年

に
建
築
さ
れ
、
築
後
32
年
が

経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が

顕
著
で
あ
る
中
、
高
坂
小
学

校
が
平
成
24
年
度
を
も
っ
て

廃
校
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
地
元
か
ら
、
そ
の
跡
地

と
建
物
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ム
と
し
て
活
用
し
た
い

と
い
う
強
い
要
望
が
あ
っ
た

た
め
、
地
域
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
旧
高
坂
小
学
校
に
高

坂
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム

の
機
能
を
移
転
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム

移
転
後
の
活
用
は
。

答
高
坂
地
域
に
お
い
て
、

中
山
間
地
域
活
性
化
の
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、

地
域
か
ら
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
を
拠
点
と
し

て
、
よ
り
一
層
、
活
性
化
活

動
に
取
り
組
み
た
い
、
と
の

要
望
が
あ
っ
た
。

　
現
在
、
同
地
域
で
は
、
町

内
会
を
中
心
に
、
提
案
型
協

働
事
業
と
し
て
、
佛
通
寺
周

辺
の
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
、
今
回
の
移
転
が
、

地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
、
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
第
51
号
「
三
原
市
地
域
審

議
会
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
」

【
要
旨
】
三
原
市
地
域
審
議

会
条
例
第
２
条
に
規
定
さ
れ

て
い
る
、
設
置
期
間
が
満
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
26
年
度

末
を
も
っ
て
、
地
域
審
議
会

を
廃
止
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
地
域
審
議
会
廃
止
後

の
、
地
域
の
意
見
を
聞
く
場

や
地
域
の
課
題
を
審
議
す
る

場
は
。

答
地
域
審
議
会
に
替
わ

る
、
地
域
の
意
見
を
聞
く
場

と
し
て
、
来
年
度
か
ら
、
市

政
懇
談
会
の
開
催
を
考
え
て

お
り
、
具
体
的
な
実
施
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

【
採　
決
】

　
採
決
の
結
果
、
議
第
49
号

ほ
か
４
件
に
つ
い
て
、
全
員

一
致
、
提
案
理
由
を
了
と

し
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

第
１
回
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
54
号
「
三
原
市
乳
幼
児

等
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
事
業
の
対
象
年
齢
を
引

き
上
げ
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。
現
在

は
小
学
校
卒
業
ま
で
と
し
て

い
る
対
象
年
齢
を
中
学
校
卒

業
ま
で
に
拡
充
し
、
少
子
化

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
、
子
供
の
健
康
福
祉
の
増

進
を
図
る
な
ど
、
子
育
て
環

境
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
。
シ
ス
テ
ム
改
修
等
を

行
っ
た
う
え
で
、
本
年
７
月

１
日
か
ら
の
施
行
予
定
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
数
あ
る
子
育
て
支
援
施

策
の
中
で
対
象
年
齢
の
引
き

上
げ
を
優
先
さ
せ
た
理
由

は
。

答
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
策
定
時
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
子
育
て

に
対
す
る
経
済
的
支
援
を
望

む
声
が
多
く
、
子
供
の
健
康

増
進
の
た
め
に
も
引
き
上
げ

を
行
っ
た
。

議
第
55
号
「
三
原
市
火
災
予

防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」

【
要
旨
】「
消
防
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」

が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

小
規
模
な
旅
館
・
ホ
テ
ル
等

に
対
し
、
構
造
や
面
積
に
関

係
な
く
自
動
火
災
報
知
設
備

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
今
回
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
対
象
と
な
る
建
物
は
。

　
ま
た
、
自
動
火
災
報
知
設

備
の
設
置
は
間
に
合
う
の

か
。

答
対
象
と
な
る
建
物
は
、

14
事
業
所
、
85
対
象
物
。

　
設
置
は
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
の
経
過
措
置
が
あ
る

た
め
、
施
行
か
ら
3
年
以
内

に
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と
と

な
る
。

【
採
決
】

　
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

提
案
理
由
を
了
と
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

行
政
視
察
報
告

　

１
月
29
日
静
岡
県
掛
川

市
、
30
日
静
岡
県
藤
枝
市
へ

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

静
岡
県
藤
枝
市

「 

健
康
ス
ポ
ッ
ト
20
選
・

　

 

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に

つ
い
て
」

「 

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
受

診
率
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」

　
基
本
健
康
診
査
か
ら
特
定

健
康
診
査
に
移
行
す
る
際
、

住
民
情
報
と
健
（
検
）
診
シ

ス
テ
ム
を
連
動
し
て
い
る
。

　
特
定
健
診
の
案
内
は
、
地

区
ご
と
に
受
診
日
を
指
定
し

て
送
付
し
、
送
迎
バ
ス
を
用

意
し
て
近
所
の
人
と
一
緒
に

行
く
こ
と
を
行
動
づ
け
た
。

未
受
診
者
に
は
、
再
通
知
を

年
2
回
に
分
け
て
発
送
し
て

い
る
。

　
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
保
健

委
員
（
９
２
６
人
）
を
通
じ

て
健
診
受
診
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
る
。

厚
生
文
教
委
員
会

高坂町コミュニティホーム
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第
１
回
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
56
号
「
三
原
市
手
数
料

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」

【
要
旨
】「
鳥
獣
の
保
護
及

び
狩
猟
の
適
性
化
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
、
平
成
27
年
５
月
29

日
に
施
行
さ
れ
、
目
的
に

「
鳥
獣
の
管
理
」
が
加
え
ら

れ
、
法
律
の
題
名
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
引
用
条

項
を
整
理
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
鳥
獣
保
護
法
の
改
正
に

伴
い
、
県
に
お
い
て
特
定
鳥

獣
保
護
管
理
事
業
計
画
が
審

議
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
を
調

整
す
る
た
め
の
「
管
理
計

画
」
は
、
以
前
か
ら
策
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
、
従
来
の

鳥
獣
保
護
法
に
基
づ
き
、
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ク
マ
に
つ

い
て
は
、
特
定
鳥
獣
保
護
管

理
計
画
を
策
定
し
、
鳥
獣
保

護
区
域
を
設
け
て
、
鳥
獣
被

害
の
出
な
い
適
正
な
頭
数
に

す
る
た
め
の
捕
獲
頭
数
を
定

め
て
い
る
。

議
第
58
号
「
三
原
市
下
水
道

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
下
水
道
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
特
定

事
業
場
か
ら
下
水
道
に
排
除

さ
れ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ

の
化
合
物
の
基
準
が
強
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
に

お
い
て
も
同
一
の
基
準
と
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
「
水
質
適
合
の
た
め
の

除
害
施
設
の
設
置
等
」
が
義

務
付
け
ら
れ
る
「
特
定
事
業

場
」
と
は
ど
の
よ
う
な
業
種

を
い
い
、
市
内
に
は
い
く
つ

の
「
特
定
事
業
場
」
が
あ
る

の
か
。

答
「
特
定
事
業
場
」
と

は
、
メ
ッ
キ
な
ど
の
重
金
属

等
を
含
み
、
人
の
健
康
及
び

生
活
環
境
に
被
害
を
生
じ
る

よ
う
な
物
質
を
流
す
工
場
や

事
業
所
を
い
い
、
市
内
に
特

定
施
設
は
３
２
４
施
設
あ

り
、
こ
の
う
ち
公
共
下
水
道

に
接
続
し
て
い
る
「
特
定
事

業
場
」
は
30
事
業
所
あ
る
。

な
お
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
排
出

す
る
事
業
所
の
届
け
出
は
な

い
。

議
第
59
〜
70
号　
市
道
路
線
の

認
定
ま
た
は
廃
止
に
つ
い
て

【
要
旨
】
市
道
路
線
の
認
定

ま
た
は
廃
止
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
今
回
、
幅
員
が
狭
い
道

路
を
市
道
認
定
し
て
い
る
箇

所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
市
道

認
定
の
基
準
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
市
道
認
定
す
る
道
路

は
、内
規
に
基
づ
き
、原
則
、

道
路
の
幅
員
が
４
ｍ
以
上
の

も
の
と
定
め
て
い
る
。
し
か

し
、
跨
線
橋
、
跨
道
橋
に
つ

い
て
は
、
落
橋
等
に
よ
る
第

三
者
へ
の
社
会
的
影
響
や
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
救
命

活
動
等
の
阻
害
な
ど
が
予
想

さ
れ
、
優
先
的
、
重
点
的
に

維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
市
道
認
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
橋
梁
点

検
や
修
繕
工
事
が
交
付
金
事

業
や
起
債
の
対
象
と
な
り
、

財
政
的
な
負
担
も
軽
減
さ
れ

る
な
ど
、
よ
り
適
正
な
維
持

管
理
が
可
能
と
な
る
の
で
、

４
ｍ
未
満
で
あ
っ
て
も
、
例

外
的
に
、
法
定
外
公
共
物
で

あ
る
跨
線
橋
、
跨
道
橋
を
市

道
認
定
す
る
。

【
採　
決
】

　

採
決
の
結
果
、
全
員
一

致
、
提
案
理
由
を
了
と
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

経
済
建
設
委
員
会

次回定例会 開催予定
（平成27年３月23日現在）

月 日 曜 開会予定時刻 会　　　　　議

６ 19 金

10時〜

本会議　開会

23 火 本会議　一般質問

24 水 本会議　一般質問

25 木 本会議　一般質問　（予備日）

26 金 常任委員会（総務財務委員会）

29 月 常任委員会（厚生文教委員会）

30 火 常任委員会（経済建設委員会）

７ １ 水 補正予算特別委員会

３ 金 14時〜 本会議　閉会

市議会の傍聴に
おいでください

　三原市議会の本会議とすべての委員会などが傍聴でき
ます。
　傍聴をする際、事前の申し込みは必要ありません。当
日に、議会棟２階にあります議会事務局において簡単な
手続きを行うだけで傍聴ができます。
　本会議などの予定は、三原市議会ホームページに掲載
しています。
　議会の活動や市政の方向を知るためにも、ぜひ傍聴に
おいでください。




